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「阪神甲子園球場に行ってきました」 

吉延世羅 

  

 今年の宮川ゼミは、またまた先生の実務界へのコネクションをフル活用して、企業がス

ポーツチームを持つことの効果、球団のビジネスモデル、スポーツビジネスの価値といっ

たテーマで、特にプロ野球に注目して研究を行う予定です。そこで、まずは現場を見に行

こうということになり、われわれ５期生は阪神甲子園球場に実地調査という名目で遊びに

いきました。 

 少し早めの到着にも関わらず、球場の周

りは活気に溢れ、盛り上がりを見せていま

した。ひとまず、周辺の調査からです。広

告、グッズ売り場、そして近くのスーパー

まで調べました。といっても、たくさんの

グッズに目を輝かせたり、美味しそうな食

べものに引き寄せられたりと、はしゃぎ通

し。気づくと、やなぎーがタイガースのユ

ニフォームに着替えていたので驚きまし

た。いつでもどこでも元気な 5期生です。 

 先生と合流して、球場前で写真を撮りまし

た。いよいよ試合開始。胸が高鳴ります。試

合の感想は、「最高でした！」という一言に

尽きます。わたくし吉延は、今回が初めての

球場観戦でした。知らないことばかりでした

が、雰囲気を満喫することができました。特

に、勝利時にジェット風船を飛ばす気持ちよ

さは忘れられません。 

 研究はまだ始まったばかりですが、実際に球場を見ることで研究対象の理解につなが

り、また、今後への大きなモチベーションにもなりました。これから研究を進めていくこ

とが大いに楽しみになったひと時でした。 

 


